
雑がみ部のここがスゴイ！

音楽イベント
イベントの会場を確保する前に日程を決めて出演
者たちのスケジュールを押さえたが、想定していた
会場がその日は予約で埋まっていたため、仕方な
く会場が空いている別の日程でお願いできませ
んか、と先方に電話したらメチャクチャ怒られて（そ
りゃそうだ）、「もういいです」と電話を切られた。結
局イベントは行ったものの大赤字に。

メチャクチャ怒ったミュージシャンは、当日こっそ
り東京から来て、ちゃんと受付でお金も払って
yumboのステージに突然乱入し、ステージで凄い
勢いでサックスを吹き鳴らした末に走り去って、そ
のまま戻って来なかった。彼は本当に怒ってそうい
う行動に出たのかもしれないけど、僕はそれで何
故か和解できたように思えて、後日東京で彼のバ
ンドと共演したりした。「学び」と言えるようなもの
は何も無いけど、とにかく会場は先にちゃんと仮押
さえしよう、と心に誓いました。
● 澁谷浩次 (yumbo リーダー)

ギャラリー
大幅に赤字。

この失敗は繰り返しているので問題ありですが、なるべく
休まず展示を行い毎週来てくださる方々に楽しんでもらい
たい、仙台の表現できる場所を減らしたくない、という気持
ちでなんとか継続中。
● ハチ（ギャラリー勤務）

［寄稿］青野文昭、小森はるか、椹木野衣、福住廉、
　　　清水建人（せんだいメディアテーク）

［編集］細谷修平、せんだいメディアテーク
［写真］小岩勉　［ブックデザイン］伊藤裕
［制作・発売］T&Mprojects　［発行］せんだいメディアテーク

判型・製本：A4変形、上製本　頁数：192（カラー112頁）　言語：日英
発行日：2020年3月20日　3,500円（税別）

［協働者］小野寺哲、庄司アイ、長沼俊幸、大竹徹祐、
　　　　きょうこ、工藤生、塗敦子、松浦繁

［執筆］山本唯人、津口在五ほか
［編集］細谷修平（NOOK）、瀬尾夏美（NOOK）、高橋創一
［ブックデザイン］小池俊起
［企画・制作］一般社団法人NOOK
［発行］野尾久舎
［定価］本体1800円＋税

2019年11月2日から2020
年1月12日にかけて開催され
たせんだいメディアテークの
企画展「青野文昭 ものの, 
ねむり, 越路山, こえ」展の
記録書籍。最新作によって
構成される本展の写真記録
とあわせ、青野の初期作品な
ども網羅的に掲載する。青野本人によるテキストのほ
か、美術評論家の椹木野衣、福住廉、映像作家の小
森はるからが寄稿。

東北リサーチとアートセンター
（TRAC）の運営団体「やわ
らかな土から」による、“さまざ
まな困難や、なんとかしたい
現状から立ち上がるための技
術”について考察するシリー
ズの展覧会「語り野をゆけば」

「つくる手 さぐる手 かきわけて」 
の記録書籍。

※本誌掲載の『闇の口』（紙面右下）はTRACの展
覧会シリーズ「しらべの細道」を企画制作する美術家
の伊達伸明が、vol.4「東海林恵史の東北鉱山突入
記」とvol.5「がけっぷちの防空壕」の開催にあたり創
作した連載小説（もどき）です。

　
周
吉
に
は
坑
夫
と
し
て
全
国
を
渡

り
歩
い
た
豪
快
な
叔
父
が
い
た
。
戦

時
中
は
鉄
道
敷
設
や
防
空
壕
掘
り
、

戦
後
も
高
速
道
の
ト
ン
ネ
ル
工
事
な

ど
に
腕
を
ふ
る
っ
た
彼
は
、
時
お
り

周
吉
の
家
を
訪
ね
て
き
て
は
波
乱
万

丈
の
採
掘
譚
を
語
っ
て
聞
か
せ
た
が
、

何
を
思
っ
た
か
あ
る
日
マ
レ
ー
シ
ア

に
行
く
と
言
っ
て
出
た
き
り
行
方
知

れ
ず
に
な
っ
た
。

　
幼
い
周
吉
に
と
っ
て
話
の
舞
台
は

見
知
ら
ぬ
土
地
ば
か
り
。
の
は
ず
が
、

な
ぜ
か
鮮
明
に
風
景
が
浮
か
び
上
が

る
話
が
ひ
と
つ
だ
け
あ
っ
た
。
右
手

に
藤
が
か
ら
み
つ
い
た
拳
形
の
岩
。

左
手
の
沢
を
超
え
る
と
凝
灰
岩
の
壁

が
現
れ
る
。
叔
父
の
言
い
回
し
だ
と

「
裏
山
全
体
が
地
下
要
塞
さ
。
秘
密
の

入
口
は
神
社
の
横
。
ち
ょ
こ
ち
ょ
こ
っ

と
入
っ
た
ら
ド
ー
ン
だ
」。

　
話
好
き
に
あ
り
が
ち
な
虚
言
癖
を

差
し
引
い
た
と
し
て
も
、
周
吉
に
は

そ
の
「
ド
ー
ン
」
に
た
だ
な
ら
ぬ
リ

ア
リ
テ
ィ
が
あ
っ
た
。
か
つ
て
周
吉

自
身
が
防
空
壕
探
検
を
し
て
遊
ん
だ

経
験
が
重
な
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ

な
い
が
、
今
こ
う
し
て
道
な
き
山
中

を
彷
徨
っ
て
い
る
の
も
、
そ
の
既
視

感
の
正
体
を
探
ら
ず
に
は
い
ら
れ
な

く
な
っ
た
た
め
で
あ
る
。

　
ヤ
ブ
を
か
き
分
け
て
進
む
周
吉
の

眼
前
に
、
そ
れ
は
不
意
に
現
れ
た
。

生
い
茂
る
ク
マ
ザ
サ
の
陰
で
音
も
な

く
深
呼
吸
を
す
る
漆
黒
の
「
大
き
な

ロ
」。
頬
を
打
つ
葉
に
ば
か
り
気
を
取

ら
れ
て
い
た
周
吉
は
、
距
離
感
を
見

定
め
き
れ
ず
思
わ
ず
後
ず
さ
り
し
た
。

　
周
囲
の
土
は
長
年
の
風
化
で
崩
れ
、

手
前
に
積
も
っ
た
土
砂
の
間
か
ら
は

無
数
に
き
ら
め
く
白
い
粒
と
緑
色
の

筋
、
虹
色
に
反
射
す
る
湧
水
。
中
か

ら
ウ
ォ
ー
ン
と
い
う
音
。
空
耳
か
。

奥
へ
と
続
く
巨
体
の
威
圧
感
と
暗
闇

の
吸
引
力
が
周
吉
の
上
体
を
交
互
に

ゆ
さ
ぶ
っ
た
。

　

昨
秋
、
高
知
県
須
崎
市
で
「
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
・
イ
ン
・
レ
ジ
デ
ン
ス
須
崎
」

に
参
加
し
、
去
る
２
月
16
日
ま
で
須

崎
市
で
開
催
さ
れ
た
「
現
代
地
方
譚

７ 

食
ノ
間
（
タ
ベ
ル
ノ
ア
イ
ダ
）」
で

そ
の
成
果
を
発
表
し
た
工
藤
夏
海
さ

ん
と
佐
々
瞬
さ
ん
。
こ
の
日
の
ト
ー

ク
で
は
、「
現
代
地
方
譚
」
を
主
催
す

る
実
行
委
員
会
メ
ン
バ
ー
の
川
鍋
達

さ
ん
ら
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介
し

て
遠
隔
出
演
い
た
だ
き
、
事
業
開
始

の
発
端
か
ら
現
在
の
運
営
手
法
や
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
詳
細
を
説
明
い
た
だ
い

た
ほ
か
、
二
人
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
か

ら
は
、
地
域
の
ひ
と
び
と
や
自
然
と

の
関
わ
り
を
通
し
て
行
っ
た
約
２
週

間
に
渡
る
リ
サ
ー
チ
の
様
子
と
、
そ

の
経
験
か
ら
生
ま
れ
た
作
品
に
つ
い

て
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

高
知
県
須
崎
市
は
太
平
洋
側
に
面

し
た
人
口
２
万
人
ほ
ど
の
港
町
。
地

元
出
身
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
や
県
外
か

ら
移
住
し
た
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、
住
民

の
方
た
ち
を
中
心
に
実
行
委
員
会
を

組
織
し
、
Ａ
Ｉ
Ｒ
や
そ
の
成
果
展
な

ど
を
２
０
１
４
年
か
ら
毎
年
開
催
し

て
い
ま
す
。
今
年
度
は
、
工
藤
さ
ん

と
佐
々
さ
ん
を
含
む
計
４
名
の
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
が
参
加
し
、
テ
ー
マ
に
ち

な
ん
だ
リ
サ
ー
チ
と
作
品
制
作
を
行

い
ま
し
た
。

　

工
藤
さ
ん
に
と
っ
て
は
、
は
じ
め

て
の
Ａ
Ｉ
Ｒ
プ
ロ
グ
ラ
ム
参
加
と

な
っ
た
今
回
。
リ
サ
ー
チ
で
は
、
高

知
の
特
産
品
で
も
あ
る
文
旦
畑
を
訪

問
し
た
り
、
近
隣
地
域
に
伝
わ
る
神

楽
を
見
学
し
た
ほ
か
、
メ
イ
ン
会
場

で
あ
る
「
す
さ
き
ま
ち
か
ど
ギ
ャ
ラ

リ
ー
」
の
あ
る
商
店
街
で
、
町
の
人
々

と
即
席
の
人
形
劇
『
ま
ち
が
い
劇
場
』

を
開
催
。
成
果
展
で
は
、
土
佐
地
方

の
郷
土
料
理
「
皿
鉢
（
さ
わ
ち
）
料

理
」
に
ヒ
ン
ト
を
得
た
大
型
の
ド
ロ
ー

イ
ン
グ
作
品
『
さ
わ
ち
界
』
や
、
物

語
の
続
き
を
来
場
者
に
書
き
加
え
て

も
ら
う
作
品
な
ど
を
イ
ン
ス
タ
レ
ー

シ
ョ
ン
で
発
表
し
ま
し
た
。

　

一
方
の
佐
々
さ
ん
は
、
滞
在
前
か
ら

取
り
組
ん
で
い
た
外
来
種
に
つ
い
て
の

リ
サ
ー
チ
を
須
崎
で
も
行
い
、
採
取
し

た
植
物
を
天
ぷ
ら
に
し
て
食
し
て
み
た

り
、
釣
り
を
通
し
て
東
北
と
は
異
な
る

生
態
系
に
つ
い
て
の
調
査
を
行
っ
た
と

い
い
ま
す
。
成
果
展
で
は
、
リ
サ
ー
チ

終
盤
で
出
会
っ
た
土
佐
打
ち
刃
物
の
工

房
主
が
、「
鍛
冶
職
人
で
な
け
れ
ば
『
か

つ
丼
や
』
に
な
り
た
か
っ
た
」
と
語
っ

◎
お
問
い
合
わ
せ

A
IR

 K
A

IK
O

N
 

実
行
委
員
会

http://kaikon-sendai.com
/air/

※「A
IR

 K
A

IK
O

N
 2019

」ト
ー
ク
の
一
部
はY

ouTube

で

動
画
を
公
開
中
で
す
。「
ス
タ
ジ
オ
開
墾
」で
チ
ャ
ン
ネ
ル
検
索

の
上
、ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。※「A

IR
 K

A
IK

O
N

 2019

」は
、

2
0
2
0
年
に
開
催
さ
れ
る
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
に
向
け
て
、仙
台
市
及
び（
公
財
）仙
台
市
市
民
文
化
事
業
団

が
市
内
に
拠
点
を
置
く
団
体
ま
た
は
個
人
と
共
催
で
実
施
す

る
2
0
1
9
年
度「
仙
台
市
文
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
」の
事
業
で
す
。

長
内
綾
子（
お
さ
な
い・
あ
や
こ
）

1
9
7
6
年
北
海
道
函
館
市
生
ま
れ
。美
大
建
築
学
科
を

卒
業
後
、フ
リ
ー
の
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
広
告

制
作
に
携
わ
る
一
方
で
、2
0
0
4
年
に
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
ら
と

S
urvivart

（
サ
バ
イ
バ
ー
ト
）設
立
。国
内
外
で
の
展
覧
会
や

ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
運
営
に
関
わ
っ
た
の
ち
、2
0
1
1
年
11

月
よ
り
仙
台
在
住
。問
い
を
立
て
応
答
を
引
き
出
す
場
の
設

計
、お
よ
び
キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
モ
ッ
ト
ー
。

〔第1条〕
〔第2条〕
〔第3条〕
〔第4条〕
〔第5条〕

5W2H*の整理が肝心。なかでも「なぜ？」と「動機」はとことん深掘りして！
準備と連絡は抜かりなく！うっかりミスにも気をつけて～
まさかの事態が生じても、臨機応変に対応できる心のゆとりを！
想定外の出来事も、全体を見渡すと結果オーライ！となることを信じて～
誰かの役に立っているのだ！という希望を忘れずトライ＆エラーで経験値UP！

＊5W2H ：「When（いつ）」「Where（どこで）」「Who（誰が）」「What（何を）」「Why（なぜ）」「How（どのように）」「Hou much（いくらで）」

なにかのイベントを企画し滞りなく開催するには、
以下のような点に留意して進めるのが一般的には吉となります。

▶ 仙台企画者アンケート
仙台で文化イベントの企画に携わる方々
へ、過去にご自身が企画したイベント等
の失敗談についてアンケートを敢行。「文
化系企画の 5 箇条」とそれぞれの経験
談を読み進めると見えてくるものとは？

▶ 企画のキモはコブ !?
この失敗談を読めば読むほど、編集部スタッフはあること
を思い出していました。そう、それは本紙ジャーナル０号
を飾った、漫画家・いがらしみきおさんによるアートノード
のコンセプトを表した４コマ漫画です（右画像）。
企画には多くの困難や想定外がつきもの。しかしそんな出
来事さえも、じわじわと後引くおもしろさに変換される、そ
んな企画にこそ出会ってみたい！さぁ、みなさんも、モヤモ
ヤを世に問う企画を実行してみませんか？

文
：
福
田
民
造

画
：
阿
部
久
米
治

菊池聡太朗　きくち・そうたろう

1993年、岩手県生まれ。東北大学大学院工学研究科 都市・建築
学専攻修了。図や絵、写真、建築素材などを用いて工作しながら、身
の回りの生活やそれをとりまく風景について研究した作品を発表。青
葉区大手町のGallery TURNAROUNDにて、個展「家事（いえご
と）」（2017年）、「WISMA・KUWERA」「喫茶 荒地」（ともに2019
年）を開催。主なグループ展に「相転移/phase transition」（2017
年、KUGURU、山形）、「Collective Storytelling」（瀬戶内国際芸
術祭 2019 旧伊吹小学校教室）がある。

毎号アーティストをピックアップしてご紹介します

「金網」  2019／オイルパステル、アクリル、ペトロール、紙／109×79cm

人間と何かしら関わりを持った、あるいは何かの
理由でその関係が絶たれてしまった場所に関心を
持った作家が、荒れ地から想起するイメージを描
いた一枚。 建築を学んだ作家は、「設計図の線
とドローイングの一筆は等しく、一本のラインを加
えることで空間が立ち上がるかのような身体的な
感覚を体感する」と語ります。 現実の風景と想
像の景色の重なりの中に、自然と人工物の境界
線やゆらぎが表されているかのようです。

コレさえあれば始動可能！
〔ヒト〕 部員（募集する）、マネージャー、運営スタッフ
〔モノ〕 雑がみ、工作道具
〔場所〕 雑がみ収集、保存、工作、展示のための場所

特定の場所を占有できない場合は、制作品を持ち帰るなどのルールを決めると良い
でしょう。また、はさみ、カッター、テープ類といった基本の工作道具のほかに、洗
濯バサミ（紙同士を貼り付けるための押さえ）や、霧吹き（紙を柔らかくし工作しや
すくする）、アイロン（包装紙のしわを伸ばす）などの出番もありました。マネージャー
の役割については右下の詳細欄を参照してください。

「ワケあり雑がみ部」は、他のワークショップと違ってつくるものが決まっておら
ず、ゴールも人それぞれ。技術を教える講師もいないので、部員さん同士が
工夫し協力しあって制作に取り組む姿も見受けられます。それぞれの部員さん
が雑がみの素材を上手に活かしながらつくっていたので、出来上がる作品へ
の興味はいつも尽きることはありませんでした。
部員さんは随時募集しており、何をつくるのか悩んで 1 日が終わっても大丈夫。
毎回参加する熱心な部員さんもいますし、ふらっと30 分～ 1 時間ほどの短
い時間でつくりに来る部員さんや、お喋りに時間を費やし最後にひとつだけ作
品を残した方も。
雑がみ部は私たちの想像を超える作品が次 と々出来上がります。工作過程で
は「いいですね」という一言を掛けることがすごく大事だと実感しました。マネー
ジャーになる方は、ものづくりの経験があったり日頃から関心があると、より雑
がみ部の活動を楽しめるかもしれません。（マネージャー Aさん談）

「集める」「分別する」「つくる」「展示する」を
円滑に行うためのサポート
部員さんの「つくる」意欲を応援し、「悩む」時間に寄り添う

○
埼
玉
か
ら
引
っ
越
し
を
し
て
き
て
、
仙
台
を

プ
ラ
プ
ラ
し
て
い
た
ら
雑
が
み
部
の
こ
と
を
知
っ

て
、
楽
し
そ
う
だ
っ
た
の
で
参
加
し
ま
し
た
。

何
を
作
っ
て
も
O
K
、
自
由
参
加
と
い
う
こ
と

で
、
気
軽
に
参
加
で
き
ま
し
た
。

○
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク
に
来
た
時
、
回
収
ボ
ッ
ク
ス

を
見
か
け
ま
し
た
。
紙
が
好
き
な
の
で
気
に
な
っ

て
近
づ
い
て
み
る
と
、
雑
が
み
部
部
員
募
集
と

の
こ
と
。
こ
れ
に
呼
ば
れ
た
な
と
思
い
ま
し
た
。

○
老
若
男
女
関
係
な
く
楽
し
ん
で
制
作
し
て
い

る
と
こ
ろ
、
お
互
い
に
ほ
め
た
り
教
え
あ
っ
た
り

し
て
い
る
と
こ
ろ
が
印
象
的
で
す
。「
こ
こ
に
あ

る
紙
、
全
部
自
分
の
好
き
に
し
て
い
い
ん
だ
！
」

と
い
う
ワ
ク
ワ
ク
感
も
魅
力
で
す
。

○
生
活
に
役
立
た
な
い
物
を
集
中
し
て
懸
命
に

作
る
こ
と
が
、
こ
ん
な
に
も
ス
ト
レ
ス
発
散
に
な

る
と
は
！

雑がみ部の活動は、おおまかに「集める」「分別する」「つ
くる」「展示する」という4 つのサイクルから成り立って
います。環境問題や資源分別に集中するだけでなく、「つ
くる」「展示する」といったアート活動を通して、捨てる
だけだった雑がみに新たな命が吹き込まれます。

メディアテーク１階に「雑がみ収集場」を設け、多種多様な雑が
みの中でも家庭でよく保管されている紙箱・紙袋・包装紙を集め
ました。「捨てられなかった素敵な包装紙が作品になるなら出して
みよう」という声も多く、貴重な紙が集まることも。回収した雑が
みは、7 階の「部室」で保管します。

多くのひとびとの目にとまる場所に収集所を設けましょう。部活の
宣伝にもなります。雑がみを貯めておけるスペースの確保も重要。

集まった雑がみは、仕分け好きな某マネージャーや部員の手によっ
て素材や色ごとに次 と々分別されます。集まった紙箱・紙袋・包
装紙を色や材質、サイズ、かたちごとに並べてみると、まるでホー
ムセンターのパーツコーナーのよう！そんな部室は、部員の創作意
欲を掻き立てます。

日頃から整理整頓が好きな方にはもってこいの作業です。みんな
で仕分けのルールを決めて進めるのも◎

毎年の部活の成果を発表する展覧会を行います。作品はどれも
個性豊かで、部員の雑がみへの愛情や想像力に圧倒されます。
展示の企画や段取り、作品名やつくり手の想いをまとめたキャプ
ションは運営スタッフが担当し、設営や撤収は部員とともに行いま
した。

活動を多くの方に知ってもらう機会。発表の場があると制作のモ
チベーション UP!! 展示の段取りは、中心になる人を決めて進め
るのがオススメ。

活動当日は手ぶらで OK！何をつくっても OK！工作道具はあらか
じめ用意しておきますが、マイ道具を持参する部員も。子どもの
付き添いで来たというお父さんが、だんだんと雑がみの魅力には
まって夢中になることもありました。世代などを越えた交流が、雑
がみ部の居心地の良さを形づくっています。

つくる場所の確保が重要。オープンな空間だとなお◎ 基本の工
作道具があると気軽に参加しやすい。出入自由、1 度の参加で
も部員です（笑）

❶ 「雑がみ」がごみに見えなくなってくる
❷ 紙を素材に手を動かす作業が気軽にできる
❸ 経験・知識・年齢不問で、世代を超えた仲間ができる

部員は 2 ～ 3 歳の幼児から80 歳代の方までと幅広く、こだわりの詰まったさまざま
な雑がみ作品を生み出してきました。この活動をみなさんがお住まいの地域や職場
などで開催することで、環境問題への意識が高まるだけでなく、幅広い世代が参加
するコミュニティ形成の一助となることも期待されます。資源ごみへの理解を深めつ
つ、多様なひとびとの「居場所」づくりにも繋がるかもしれません。
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立ち上がりの技術01
語り野をゆけば／つくる手 さぐる手 かきわけて

今
年
度
、
筆
者
と
２
０
１
９
年
１
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
シ
ェ
ア
ス
タ
ジ
オ
「
ス
タ
ジ

オ
開
墾
」（
運
営
：
協
同
組
合
仙
台
卸
商
セ
ン
タ
ー
）の
ス
タ
ッ
フ
が
中
心
と
な
り
、

A
IR

 K
A

IK
O

N

実
行
委
員
会
を
設
立
し
ま
し
た
。
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
向
き
合
う

問
題
意
識
や
災
害
の
経
験
と
表
現
に
つ
い
て
、
と
も
に
思
考
を
深
め
経
験
を
蓄

え
る
た
め
の
実
験
の
場
と
し
て
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
や
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
を
招
い
て
の
ト
ー

ク
イ
ベ
ン
ト
や
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
敢
行
。
今
後
は
、
こ
こ
で
得
た
知
見
を
も
と
に
、

ス
タ
ジ
オ
開
墾
で
は
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
イ
ン
・
レ
ジ
デ
ン
ス
（
以
下
、
Ａ
Ｉ
Ｒ
）
事

業
へ
と
発
展
さ
せ
る
予
定
で
す
。
今
回
の
レ
ポ
ー
ト
で
は
、
二
人
の
在
仙
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
を
招
い
て
２
月
27
日
に
開
催
し
た
ト
ー
ク
の
様
子
を
お
伝
え
し
ま
す
。

仙
台
市
の
ご
み
分
別
区
分
の
ひ
と
つ
で
あ
る
「
雑
が
み
」
が
、
家
庭
ご
み
に
混
入
さ
れ
が
ち

と
い
う
仙
台
市
環
境
局
か
ら
の
投
げ
か
け
か
ら
、
資
源
ご
み
で
あ
る
雑
が
み
へ
の
意
識
を
高

め
る
機
会
づ
く
り
に
取
り
組
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
家
庭
内
の
ビ
ニ
ー
ル
や
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
な
ど
の
廃
棄
物
を
活
用
し
て
、
地
域
に
新
し
い
活
動
を
作
り
出
す
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
の
藤
浩
志
さ
ん
と
と
も
に
、
市
民
参
加
型
の
部
活
動
と
し
て
２
０
１
７
年
度
に
始
め
た
の

が
「
ワ
ケ
あ
り
雑
が
み
部
（
以
下
、
雑
が
み
部
）」
で
す
。
そ
の
活
動
は
、
せ
ん
だ
い
メ
デ

ィ
ア
テ
ー
ク
館
内
に
と
ど
ま
ら
ず
、
商
店
街
や
小
学
校
で
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
へ
と
広
が
り

を
み
せ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
今
回
は
、
雑
が
み
部
の
活
動
を
地
域
や
職
場
で
行
っ
て
み
た
い

と
い
う
方
々
の
た
め
に
、
部
活
の
は
じ
め
方
を
ご
案
内
し
ま
す
。
３
年
間
の
部
活
動
か
ら
見

え
た
、
め
く
る
め
く
「
ワ
ケ
あ
り
雑
が
み
部
」
の
世
界
へ
よ
う
こ
そ
！

多
く
の
地
域
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
を
考
慮

し
、
イ
ベ
ン
ト
や
展
覧
会
、
公
演
、
コ
ン
サ
ー
ト
、
上
映
な

ど
の
中
止
や
延
期
の
事
態
と
な
っ
て
い
ま
す
。
春
の
芽
吹
き

の
季
節
が
や
っ
て
く
る
と
い
う
の
に
、
イ
ベ
ン
ト
等
を
思
い
っ

き
り
楽
し
む
こ
と
が
で
き
な
い
こ
の
状
況
が
、
一
日
も
早
く

収
束
す
る
こ
と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
毎
日
を
少

し
で
も
有
意
義
に
過
ご
す
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
か
…
…　

豊
か
な
出
来
事
が
街
の
あ
ち
こ
ち
で
再
び
お
こ
る
こ
と
を

期
待
す
る
編
集
部
ス
タ
ッ
フ
が
、「
企
画
づ
く
り
の
キ
モ
」

に
思
い
を
巡
ら
せ
て
み
ま
し
た
。

た
こ
と
に
着
想
を
得
た
『
も
う
ひ
と
つ

の
世
界
の
た
め
の
か
つ
丼
や
』
と
い
う

映
像
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
作
品
を

制
作
し
ま
し
た
（「
現
代
地
方
譚
」
の

公
式
サ
イ
ト
に
は
、
二
人
の
滞
在
制
作

中
の
様
子
が
若
手
映
画
監
督
に
よ
る
素

晴
ら
し
い
映
像
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま

す
）。

　

ト
ー
ク
終
盤
で
は
、「
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
が
参
加
し
た
い
Ａ
Ｉ
Ｒ
」
に
つ
い
て

意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
地
域
課
題

と
関
連
す
る
テ
ー
マ
の
有
無
、
リ
サ
ー

チ
か
ら
短
期
間
で
作
品
へ
と
昇
華
す
る

こ
と
の
難
し
さ
、
地
域
の
専
門
家
や

学
術
機
関
と
の
連
携
、「
現
代
地
方
譚
」

の
よ
う
な
質
の
高
い
映
像
記
録
や
ア
ー

カ
イ
ヴ
の
重
要
性
な
ど
、
多
く
の
話
題

に
つ
い
て
お
二
人
の
意
見
か
ら
考
え
る

場
と
な
り
ま
し
た
。

　

国
内
外
に
は
、
規
模
や
形
態
な
ど

の
異
な
る
多
様
な
Ａ
Ｉ
Ｒ
が
存
在
し

ま
す
。
震
災
を
経
験
し
た
東
北
の
都

市
・
仙
台
へ
訪
れ
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

た
ち
の
視
点
が
、
こ
れ
か
ら
の
社
会

を
生
き
る
ヒ
ン
ト
と
し
て
共
有
し
て

い
け
る
よ
う
な
Ａ
Ｉ
Ｒ
を
目
指
し
、

来
年
度
か
ら
少
し
ず
つ
準
備
を
進
め

た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
引
き
続
き

関
心
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

映画トークイベント
トークイベントのゲストが間違えて山形行きの車両
に乗り仙台に着かず、イベント中は携帯をスピー
カーにしてトーク中やりとりをしました。

何があっても常に冷静になれるかかと。臨機応変
に対応する、慌てない、そしてきちんとごめんなさ
いが言えることが大事。
● 菅原睦子（幕の人 主宰）

まちづくり
ロゴなど宣伝ツールをつくったり、メンバーなどに声が
けしてイベント等のアイディア出しの打ち合わせをした
が、実行しないままに自然消滅した。

打ち合わせ後の具体的なアクションと日程を決めるべ
きだった。企画の動機が曖昧だったのかもしれません。
● 桃生和成

（一般社団法人Granny Rideto 代表理事）

クラブイベント
主催したイベント中に見知らぬラッパー
にステージを占拠された…何かに納得
がいかない様子でラップをしていたが
滑舌が悪く聞き取れず、怒るに怒れな
かった……。

生ライブでのイレギュラーな出来事に
来場者は気づかない。そしてそれは生ラ
イブのひとつの醍醐味でもある、という
事を学んだかもしれません。
● 濱田直樹（宮城アナログ文化協会 主宰）

※
本
記
事
は
、2
0
2
0
年
3
月
19
日
現
在
の
日

本
国
内
の
状
況
を
も
と
に
作
成
し
て
い
ま
す
。

部
員
の
み
な
さ
ん
の
声

こんな
仕事です

文化系企画の
5 箇条

リサイクルへ

人形劇を行う工藤さん

「現代地方譚 7」チラシ

リサーチ中の佐 さ々ん（撮影：高橋洋策）


